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濃縮度試験報告書

（試料ノ伍K－2ア　）

トリクロロメタン　　（クロロホルム）
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　　I
　　C旦

IRスペクトル〔図一14参照）

外　観　無色液体

融　点　一655℃

沸　点　61、2℃

純　度　99％以上（不純物エタノール）
　　　　　ロ
比重dt“89
空気／水分配係数　α15

溶解性　対水一5、O日Oppm

　　　　対二硫化炭素・n岨キサン・丁セトンー10，000ppm

　　　　　　　　（注）上記の数値まで溶解性を確認

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試薬使用）

試験期間　　 昭斤目55年2月14日　～　昭和55年4月21日

試験方法及び条件

霧羅擁…　一齣燃一　

51　TLm試験
　　（a）試験魚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　ヒメダカ平均体重025騒　塩化第二水銀検定合格点

　　　＊田端健二：用水と廃水・⊥生，129ア～1505（1972）

　　（b）溶解法

　　　　供試物質2，5gに水を加えて、全量を0．51にし、5，000

　　　　　ppm（W／v）の原液を調製した。

　（c）試験温度

　　　　　25　士　1℃

　（d）試験結果

　　　　　48時間TI皿値：117ppm（W／v）　（図一5参照）

こ2

5、2，1

　（2）

（b）

濃縮度試験

　試験条件

　水系環境調節装置　流水式

　（揮発性化学物質用濃縮度試験装置を使用）

　　試験水槽　ガラス製　容　丑　　1001

　　　　　　　　　　　　流水量1，152！／日

　　　　　　　原液：希釈水＝2ml／分：800ml／分

　試験魚

　　コイ平均体重558g
　　　　　平均体長10．5αn
　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　平均脂質含量　　2、8弼

　＊E．G．B旺gh　and　W．」．Dyer70an量」．Bloch㎝．

　　Phys垂ol．，一」重Z，　911　（1959）



（c）　外部消毒及び順化

　（1）外部消毒

　　　　止水状態で10ppm塩酸ク・・テトラサイクリン水溶液で

　　　　24時間薬浴を行った。

　（2）順　化

　　　　25℃×14日間

（d）　溶解法（分散剤及び分散法）

　　　3、1（b）に同じ

（e）試験温度

　　　25十1℃

（f）　水槽中の溶存酸素量

　　　図一12及び13参照

（g）水槽濃度

　　設定理由

　　　精度よく定量できる濃度は、約8p　pm　（図一4参照）であ

　　　る。水分析時の前処理操作に冷いて100倍濃縮して回収率

　　　が85％であり、予備飼育3日間の結果より水槽濃度の低下

　　　を10％と見込み、第2濃度区の水槽濃度を0．1ppmと設定

　　　した。第1濃度区は第2濃度区の10倍に設定した。

　　　　（計算式）　第2濃度区の水槽濃度は

　　　　　　　　　　　8．0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≒0．1ppmに在る
　　　　　　　　　　　85　　100－10
　　　　　　　100×一×
　　　　　　　　　　100　　　　100

設定値

（単位ppmw／v）

供試物質

第1濃度区 1．0

第2濃度区
　　　一
Z．1

実測値

表一1 濃縮倍率を求めるための平均濃度

　　　　　　　　　　　　（単位ppm　w／v）

2　　W 3　　　W 4　　　W　　6　　　W

1濃度区　　0．949 0．960 0，949

α…「・．・965

0．939

2濃度区　　0，0929 0．0982

3．2．2

　（a）

分析条件

使用分析機器及び条件

　装　　置　　ガスク・マトグラフ　型一日立163

　カ　ラ　ム　　　10％PEG－20M／クロモソルブW

　　　　　　　　　　　　　　　　　　AW　DMC　S

　　　　　　　　3”2×3燗！φ　 ガラス

　カラム温度　　90℃

　キャリアガス　　　N2

　検　出　器　　F　I　D



、

（b）　分析試料の前処理

（1）魚　体

（2）試験水

．試験劃

　　　　。体重，体長測定

　　　　・細片化

　　　　←脱塩水　100認

　　　　・蒸留　（室温→100℃30分間，100℃15分間）

　　　　・留出液約60祀を二硫化炭素15諺で捕集

　　　　・振とう

　　　　・脱水ろ過

　　　　・定容　15認　　（二硫化炭素）

liG　C妻琴一 P

試験水1
　　　　　　　　第1濃度区第2濃度区

・採水　　　　　　100詔　　　L6

←塩化ナトリウム　　309　　300g

←二硫化炭素　　　　　10認　　　10認

・振とう

・脱水ろ過

・定容　10認　　（二硫化炭素）

lG－C試料li

4．試験結果

4．1　供試魚の状態

　　　　外観観察結果　正常

4．2　濃縮度試験の結果

　　　　表一2　供試物質の濃縮倍率

2　　　W 3　　　W 4　　　W 6　　　W

第1濃度区
（2．6）

i1．7）

（4．7）

i1．4）

（1．9）

i手・5）

（1．9〉

i2．4）

1

第2濃度区
（8．5）

i8．4）

（4．1）

i7．7）

（10）

i10）

（10）

i13）

　　　　参考値：（　）で表示

左む試験結果の表示について濃縮倍率と定量精度の関係は次の通りである。

魚体中濃度（ppn） 濃　縮　倍　率 計算方法（p∫m）

精度よく定量

ﾅきる範囲
4．65

第1区義0以上
謔Q区47　以上

　　　A
b　　　　D一×100　　E×F

参考値の範囲 4．65～0，19
第1区　50～0．20

謔Q区47～19

検出限界の

ﾍ囲
0．19

第1区020以下
謔Q区1．9以下

　　，B
@C　　　　D一×100　　E×F



A
B
C
D
E
F

精度よく定量できる濃度＝

検出限界の濃度（Sノ笹＝2）：

回収率　 86．1％

魚　体　重　：　30　g

最終液量　’　15諺

分　取　比　：　　1

8．O　　ppm図一4参照）

0、326ppm（図一4参照）

以　　上


